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商標について 

EXPRESSBUILDER と ESMPRO 、 Express 円 cnic 、 CLUSTERPRO 、 EXPRESSSCOPE は日本電気株式会社の登録商標 
です。 Microsoft, Windows、Windows Server. WindowsNT 、 MS-DOS は米国 Microsoft Corporation の米国および 
ずの化の国における登録商標または商標でず。 Intel 、 Pentium, Xeon は朱国 Intel C 併 poration の登録商標です。 ROM- 
DOS および Datalight は Data 怕 ht, Inc. の登録商標または商標です。 AT は米国 International Business Machines 
Corporation の米国およびその他の国における登 it 商標です。 Adaptec とその □ ゴ、 SCSI 说 tecrt ま米国 Adaptec, Inc . の登 
録商標または商標でず。 LSI および LSI □ ゴ ■ デザインは LSI 社の商標または登録商標です。 Ad 池 e 、 Adobe □ ゴ 、 Aaobat 
は ， Adobe Systems Incorporated ( アドビシステムズ社）の商標です。 DLT と DLTtape は朱国 Quantum Corporation 
の商標です 。 PCI EXPRESS は Peripheral Component Interconnect Special Interest 窃 oup の商標です。 Linux® は、 
Linus Torvalds 巧の日本およびその他の国における商標または登録商標です 。 Red Hat® 、 Red Hat Enterprise Linux は、 
米国 Red Hat ， Inc. の米国およびその他の国における商標または登録商標です 。 MIRACLE LINUX のを碌および □ ゴは、ミ 
ラクルリナックス株式会社が使用権許諾を受けている登録商標です。 

その他、記載の会社をおよび商品をは各社の商標または登録商標です。 

Windows Server 2008 は Windows Server® 2008 Standard operating system および Windows Server® 2008 
Enterprise operating system の略称です。 

Windows Server 2003 x64 Editions は Windows Server® 2003 R2, Standard x64 Edition operating system および 
Windows Server® 2003 R2, Enterprise x64 Edition operating system または 、 Windows Server® 2003, Standard x64 
Edition operating system および Windows Server® 2003, Enterprise x64 Edition operating system の略称でず。 
Windows Server 2003 は Windows Server® 200 3 R2 Standard Edition operating system および Windows Server® 
2003 R2 Enterprise Edition operating system または .Windows Server® 2003 Standard Edition operating system お 
よび Windows Server® 2003 Enterprise Edition operating system の略称です。 

Windows 2000 は Windows® 2000 Server operating system および Windows® 2000 Advanced Server operating 
system, Windows® 2000 Professional operating system の略称です。 

Windows NT は Windows NT^ Server network operating system version 4.0 および Windows NT® Workstation 
network operating system version 4.0 の略称です。 

Windows Vista は Windows Vista® Business operating system の略称です。 

Windows XP x64 E 过 tion は、 Windows® XPProfessional x64Edition operating sys お m の略称です。 

Windows XP は Windows® XP Professional operating system およひ Windows® XP Home Edition operating system の 
略称です。 

Windows Me は Windows® Millennium Edition operating system の略碌です。 

Windows 98 は Windows® 98 operating system の略称です。 

Windows 9 日は Windows® 9 己 operating system の略称です。 

Windows PE は Windows® Preinstallation Environment の略称です。 

Red Hat Enterprise Linux 5 Server は 、 Red Hat Enterprise Linux 5 Serve 「 (x8 目 ) および Red Hat Enterprise Linux 5 
Server (EM 目 4T) の総称です。 

Red Hat Enterprise Linux ES 4 は 、 Red Hat Enterprise Linux ES 4 (x86) および Red Hat Enterprise Linux ES 4 
(EM64T) の総称です。 

MIRACLE LINUX V4 . 日は 、 MIRACLE LINUX V4.0 - 冉 sianux Inside および MIRACLE LINUX V4 . 日 - Asianux Inside for 
x86-64 の総称です。 

サンプルアプリケーションで使用しているを称は、すべて架空のものです。実在する品を . 団体を、個人をとは一切閱 
係あリません。 


ごま意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

に）本書の内容に関しては将来予告なしに蛮要ずることがあります。 

(3) 弊社の許可な < 權製 - 改変などを巧うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な , なサ誤り、記載もれなどお気づきのことがあ 
りました 6 、お買い求めの販完店にご連絡ください。 

巧）運用した結果の影響については （ 4) 項にかかわ 6 ず責任を負いかねますのでご了承 < ださい。 


贷 NEC Corporation 2010 


使用上のごを意(をずお読みください)\\\ 


このユーザーズガイドは、化要なときすぐに参照でまるよ5、お手元に置いてお< 
よ5にして<ださい。 r ほ用上のごを意 J をかずお読み<ださい。 


A 巧用上の ご注意(必ずお読みくださし、） 

本製品を安全に正しくご使用になるためにあ要な情報が記載されていまず。また、本文中のを 
称じついては「を部の名称と機能」の項をご参照 < ださい。 


安をにかかわる表巧について 


本製品を安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくださ 
い。 

このユーザーズガイドには装置のどこが危険か、どのような危険に遭うおそれがあるか、どう 
すれば危険を避けられるかなどについて説 S 月されています。また、装置巧で危険が想をされる 
箇所またはその付おじは警告ラベルがおり付け6れていまず（本体に印刷されている場合わあ 
ります）。 

ユーザープガイド、および警告ラベルでは、危陵の程度を表す言葉として、「警告」と「を意」 
という用語を使用していまず。それぞれの用語は次のような意巧を持つものとしてを義されて 
います。 

人が死こする、または重傷を負うおそれがあることを示します。 

^ずた火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示しま 


危険に対ずるを意' 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよ 
うな意巧を持つものとして定義されています。 


A 

ま意の喚起 

この記号は危険が発生ずるおそれが 
あることを表しまず。記号の中の絵表 
示は危険の内容を図ま化したわので 
す。 

(例） 

A 

(感電を意） 

Q 

巧為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記 
号の中やおくの絵表示は、してはな6 
ない巧為の内容を図案化したわので 
す。 

(例） 尸 

(分辭禁止） 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記 
号の中の絵表示は、しなければな6な 
い行為の内容を図ま化したものです。 
危険を避けるためにはこの行為がお 
要でず。 

(例） _ 

(プラグを抜 <) 





















iV 使用上のごを意（必ずお読み<ださい) 


(ユーザーズガイドでの表示例) 



本書と警告ラベルで ffi 用する記号とその内容 


ま意の喚起 


A 

感電のお古れのあることを示しま 
す。 

A 

発煙または発义のおそれがあるこ 
とを示しまず。 


指がはさまれてけがをずるおそれ 
があることを示します。 

/ 帯 \ 

レーザー光による失明のおそれが 
あることを示します。 


けがをするおそれがあることを示 
しまず。 

A 

爆発または破裂のおそれがあるこ 
とを示しまず。 

A 

高温じよる障害を負うおそれがあ 
ることを示します。 

A 

特定しない一般的な注意' 警告を示 
します。 


行為の禁止 



本装置を分解' 修理' 改造しないで 
<ださい。感電や义災のおそれがあ 
りまず。 

嚇 ) 

水やあ体がかかる場所で使用しな 
いでください。水にめ6ずと感電や 
発火のおそれがあります。 


义気におづけないで < ださい。発义 
ずるおそれがあります。 

(§) 

めれた手で触6ないでください。感 
電するおそれがあります。 

(D 

指定された場所には触らないで< 
ださい。感電や义傷などの傷害のお 
それがあります。 

Q 

特定しない一般的な禁止を示しま 
ず。 


行為の強制 



本装置の電源プラグをコンセント 
か6おいてください。义炎や感電の 
おそれがあります。 

〇 

特をしない一般的な使用者の行為 
を指示しまず。説明に従った操作を 
してください。 

〇 

'必ず接巧して < ださい。感電や义夕 
のおそれがありまず。 




































使巧上のごを意（あ’ずお読み < ださい )V 


まを上のご注意 


本装置を安全にお使いいただくために、ここで説明ずるを意事項をよ<読んでご理解し、安全 
にご活用ください。記号の説明については iii ページの『安全にかかわる表示について』の説明 
を参照してください。 

全般的なミち意事項 



人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とずる業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備节機器、航空宇宙機器-輸送設備节機器など、人命 
に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備节機器などへの組み込み 
やこれらの機器の制御などを目的とした使用は意國されておりません。これ5設備や 
機器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人身事故、財産損害などが生じて 
も弊社はいかなる責任も負いかねます。 


煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

巧 一、 煙、異臭、異音などが生じた塌合は、ただちに電源を OFF にして電源プラグ 
をコンセントか6抜いてください。ぞの後、お買い求めの販売店または保守サービス 
含社じご速絡ください。そのまま使用すると义がの原因となります。 


針金や金属片を差し込まない 

通気孔や光ディスクドライブのずきまか6金属片节針金などの異物を差し込まない 
でください。感電の危険がありまず。 


A ミち意 

AA 

ミ毎外で使巧しない 

本装置は、日本国内専用の装置でず。海外では使用できません。この装置を海外で使 
用すると义絮や感電の原因となります。 


装置内に水や異物を入れない 

AA 

装置内にかなどの液体、ピンやクリ、ソプなどの異物を入れないでください。义炎や感 
電、故障の原因となりまず。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF にして、 
電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店または保守サービ 
ス会なじご連船くだきい。 





















Vi 使用上のごを意（必ずお読み<ださい) 


電源-電源コードに関するミ主意事項 



A®\ 

AA 

G 


めれた手で電源プラグを持たない 

姑れた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

アース線をガス管につながない 

アース線は絶対にガス管じつながないでください。ガス爆発の原因になりまず。 


A ミち意 


指定な列のコンセントに差し込まない 

AA 

指をされた電圧で、アース付きのコンセントをお使いください。指を w 外で使うと义 
災作漏電の原因となりまず。 

また、延長コードが必要となるような場所には設置しないでください。本装置の電源 
仕様に合っていないコードに接統すると、コードが過熱して义烫の原因となります。 


たこお配線 ii _ しない 

コンセントじ定格 W 上の電流が流れることによって、過熱して义災の原因となるおそ 
れがあります。 


ケープル部せを持って引を巧かない 

AA 

ケーブル部分を抜くときはコネクタ部分を持ってまっすぐに引き抜いてください。 
ケーブル部分を持って引っ張ったりコネクタ部分に無理な力を力日えたりするとケー 
ブル部分が破損し、义烫や感電の原因となりまず。 


中途半端に差し込まない 

AA 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中遠半端に差し込むと接触不 
良のため凳熱し、义災の原因となることがあります。また差し込み部にほこりがたま 
り、水滴などが付くと発熱し、义楽の原因となるおそれがありまず。 


指定 1 U 列の電源コードを使わない 


本装置に添付されている電源コード W 外のコードを使わないでください。電源コード 
にを格上の電流が流れると、义楽の原因となるおそれがあります。また、電源コー 
ドの玻損による感電や乂災を防止ずるためにぶのま意をお守りください。 

AA 

• コード部分を引っ張らない。 • 電源コードをはさまない。 

• 電源コードをキ斤リ曲げない。 • 電源コードに薬品類をかけない。 

• 電源コードをねじ6ない。 • 電源コードの上にものを載せない。 

• 電源コードを踏まない。 • 電源コードを改造-力□エ-修復しない。 

• 電源コードを束ねたまま使わ • 損傷した電源コードを使わない。（損傷 

ない。 した電源コードはずぐ同じ規格の電源 

• 電源コードをステープラなど コードと取り替えてください。交換に 

で固をしない 関しては、お買い求めの販売店または 

保守サービス会社にご連絡 < ださい。） 























使田上のごを意（必ずお読みください )VII 


A ミち意 


添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

AA 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用ずることを目的として設計され、その安全 
性が磕認されているものでず。決して化の装置や用遠に使用しないでください。义楽 
や感電の原因となるおそれがあります。 







Viii 使用上のごを意（免、ずお読み<ださい) 


設置-装置の移動-保管-接続に関するを意事項 


A 注意 


1人で持ち上げない 

Q 

本装置の質量は最大で 26 kg です。本装置の持ち運びは2人 W 上で底面をしっかりと 
持ってください。1人で持ち上げると腰をいためるおそれがあります。また、本装置 
を運ぶときはフ□ントマスクに手をかけて持ち上げないでください。フ□ントマスク 
が外れ、装置を落としたり、フ□ントマスクを壊したりするおそれがあります。 


指定 W がの場所に設置-保管しない 

A 喔 ) 

本装置を次(こ示すような場所节本書で指をしている場所外に置かないでください。 
义烫の原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる攝所。 

• 不安定な場戸斤0 


腐食性ガスの発生ずる環境で使用しない 

AC\) 

腐食性ガス（塩化ナトリウム节二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニ 
ア、オソンのど）の発をする場所(こ設置し、使用しないでください。また、ほこり中 
に腐食を促進ずる成分（硫黄など）ザ^導電性の金属などが含まれている環境へも設置 
しないでください。装置内部のプリント板が腐食-ショートし、义楽の原因となるお 
それがありまず。 


プラグを差し込んだままインタフェースケープルの取り付けや取りがしをしない 

瓜 /?\ 

インタフェースケーブルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセントか6抜いて 
行ってください。たとえ電源を OFF にしても電源コードを接続したままケーブル皆 
コネク女に触ると感電したり、ショートによる义楽を起こしたりずることがありま 
ず。 


指定 W がのインタフェースケープルを使巧しない 

/h\ 

インタフェースケープルは，毀社が指定するものを使用し，接続ずる装置やコネクタ 
をお認した上で接攝してください。指を t (外のケーブルを使用したり、接統先を誤っ 
たりすると，ショートにより义おを起こすことがありまず。 

また，インタフェースケーブルの取りあいや接続についてホのミ主意をお守りくださ 
い。 

• 巧損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケープルを踏まない。 

• ケープルの上にものを載せない。 

• ケープルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 巧損したケーブルを使用しない。 














使用上のごを意（必ずお読みください ) ix 


お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関ずるを意事項 


警告 


A A 

众 (S) 


A A 

(g)® 


A\A\ 

€ 


自分で分解-修理-改造はしない 

本書に記載されている塌合を除き、鮑対に分解したり、修理-改造を巧ったりしない 
でください。装置が正常に動作しな<なるばかりでなく、感電节义災の危険がありま 
ず。 


光ディスクドライプの内部をのぞかない 

光ディスクドライブはレーザーを使用しています。電源が ON になっているときに内 
部をのぞいたり、鏡などを差し込んだりしないでください。万一、レーザー光が目に 
入ると失明するおそれがありまず（レーザー光は目に見えません)。 


リチウムバッテリを取り外さない 

本装置内部にはリチウムパ、ソテリが取り付けられていまず。リチウムパ、ソテリを取り 
外さないでください。リチウムパ、ソテリは义をおづけたり、水に浸けたりすると爆発 
ずるおそれがあ y まず。 

また、リチウムパッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分 
解-交換■充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社に速絡し 
てください。 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 

お手人れや本装置内蔵用オプシヨンの取り付け/取り外し、装置内ケーブルの取り付 
け/取り外しは、本装置の電源を OFF にして、電源プラグをコンセントか5抜いて 
巧ってください。たとえ電源を OFF じしても、電源コードを接続したまま装置内の 
部品に触ると感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこり节づミをよくふき取ってくだ 
さい。ほこりがたまったままで、水滴などがかくと発熱し、义楽の原因となるおそれ 
がありまず。 


A ミち意 


局;血ま忌 

A 

本装置の電源を OFF じした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじめ 
装置内の部 ou □が高温になっていまず。十分に冷めたことを確認してから取り付け/取 
り外しを行ってください。 

/8\ 

中途半端に取り付けない 

電源ケープルやインタフェースケーブル、ボードは確実に取りがけてください。中途 
半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙节発义の原因となるおそれがありまず。 




















X 使用上のごを意（をずお読みください） 


運用中のを意事項 


m 


警告 


A\A\ 

雜處 

AA 

A I 


Q 


/fey 


雷がなった5軸5ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントか6抜いてください。また電源プラ 
グを巧く前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて装置には触れないでくださ 
い。义雖や感電の原因となりまず。 


ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物をおづけないでください。排泄物や体毛が装置内部に 
入って义災节感電の原因となりまず。 

装置の上にものを載せない 

本体が倒れてけがや周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 

光ディスクドライプのトレーを引き出したまま放置しない 

引き化したトレーの間からほこりが入り誤動作を起こずおそれがありまず。また、卜 
レーにぶつかりけがをするおそれがあります。 


へッドフォンをちにあてたまま接続しない 

へ、ソドフォンを耳にあてたままへ、ソドフォンジャックに接続しないでください。耳を 
痛めるおそれがありまず。また、接続前にボリュームが大きくなっていないことを確 
認してください。 


巻を込みま意 

本装置の動作中は背面にあるを却用ファンの部分に手や髪の毛をおづけないでくだ 
さい。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをずるおそれがあります。 
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警告ラベルについて 


本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが表示されています(警告ラベルは本 
体に印刷されているか、貼り付け6れている場合があります）。これは本体を取りあう際、考 
え6れる危険性を常にお客様に意識していただくためのものでず（ラベルをはがしたり、塗り 
つぶしたり、汚したりしないでください）。もしこのラベルが貼り付け6れていない、はがれ 
かかっている、ミちれている、本体に印刷されていないなどしているときは販売店にご連絡くだ 
さい。 


A 


重量物ま意 
WARNING: 
HEAVY ITEM 


lO へ口虹 — 


ぎっくり腰令落下事故防止 
のため移動のさいは2人 
政上で行って下さい。 

To avoid the risk of 
personal injury or 
damage to the unit, 
move the unit with 
at least two or 
more people. 



A ミち意 CAUTION 

オプションの取がけ、取外し時は電源プラグをコンセントか 6 抜き . 外部装置と接続しているケーブルを外してください。 

Disconnect all AC power cords from both system ぶ 

and external peripherals prior to / ろ \ 

installing/removing options. 電源プラグを披く 感電注意 

ネジは本体内部へ藩とさない様、十分ご注意 < ピさい。 

Do not drop any screws inside the system. 


A 

ボード及びオプション磯器の接続の隙は、必ずユーザーズガイドを参照し、正しく接続してください。 
誤った接続は 1 故障や义雖の原因となりまず。 

Refer to the "User's Guide" when option board or peripherals are 
installed. Incorrect installations may result in damage to the system 
and lead to accidents. 

A 

指をはさんだり、ぶつけたりしないようじ注意してください。 


瓜 

To avoid the risk of personal injury, 

be careful when accessing the inside of the system. 


装置の持ち上げ，移動の際は、装置の底面をしっか U 持って持ち上げてください。 


A 

Firmly hold the bottom of the system when required 
to lift and carry the system. 
































xii 使用上のごを意（必ずお読みください) 


取り扱い上のご注意 (装置を正し < おほいいただ < ために) 


本装置を正し < 動作させるために次に示すを意事項をお守りください。これ6のを意を無視し 
た取りあいをすると本装置の誤動作や故障の原因となりまず。 

• 本装置のおくで携帯電話や PHS 、 ポケットベルを使わないでください。本装置のそばで 
は携帯電話や PHS 、 ポケットベルの電源を OFF にしておいてください。電波による誤動 
作の原因となります。 

• 本装置が正常に動作できる場所に設置して<ださい。詳しくは140ページを参照してく 
ださい。 

• 本装置は縦置きで使用します。横置きでは使用できません。 

• 周迅機器へのケーブルの接続/取りかしは本体の電源を 0 FR こなっていることをお認し、 
電源コードをコンセントか6外した後に行ってください。 

• AC 人力電圧が10 0 V のコンセントに添付の電源コードを接続してください。 

• 電源の OFF は、本体のアクセスランプが消なしているのを痛認してか6行ってくださ 
い。 

• 本体の電源再投入聞隔は下記時聞を遵守< ださい。 

- AC OFF 後、再び ACON するとき： 30秒 W 上 
一 AC ON 後 、 DC ON ずるとき： 30秒と又上 

- DC OFF 後、再び DC ON するとき： 30秒]: J 上 

無停電電源装置 ( UPS ) じ接続している場合も上記の上記の時聞圍隔のお保をお願いしま 
す。 

• 本体を移動ずる前に電源を OFF にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

• 定期的に本体を清掃して<ださい（清掃は301ページで説 S 月しています)。走期的な清 
掃はさまざまな故障を未然に防ぐ効果があります。 

• 落雷等が原因で瞬闇的に電圧が低下することがあります。この対策としてお停電電源装 
置等を使用することをお勧めします。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガードがき CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• オプションは本体に取り付けられるものであること、また接続できるものであることを 
磕認してください。たとえ本体に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかり 
か、本体が故障することがあります。 





使用上のごを意（おずお読み < ださい ） xiii 


• 次のを件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の殖認•調整をしてください。 

一装置の輸送後 

一装置の保管後 

一装置の動作を保証する環境を件（温を： 10° C ~35 で-湿度： 2096〜809 6) か6外 
れたを件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で磕認して<ださい。また，高い時刻の精度を要 
求ずるようなシステムじ組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ）などを利用 
して運用することをお勤めします。 

システム時計を調整しても時園の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お 
買い求めの目反売店、または保守サービス会せに保守を依頼してください。 

• 再度、運届する際、内蔵磯器や本体を正しく動作させるためにち室温を保てる場所に保 
管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境を件（温度：-10で〜55で、湿度： 20%〜80%)を 
守って保管してください（ただし，結露しないこと）。 

• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットするメディア（テープ 
カートリッジ）などは、寒い場所か6暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、その 
まま使用すると誤作動や故障の原因となりまず。保管した大切なデータや資産をずるた 
めにわ> 使用環境に十分になじませてか6お使いください。 

参考：冬季（室温と10度 t (上の気温差）の結露防止に有》力な時圍 

ディスク装置：約2〜3時闇 
メディア：約1日 

• オプションは弊社の純正品をお使いになることをお勧めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクドライブには本装置に対応したものもありますが，これ6の製品が原因と 
なって起きた故障や巧損については保証期闇中でわ有償修理となリます。 



本裝置のイ呆守じ関してき門的な知識を持つ保守員によるを期的な該断-保守 
サービスを用意しています。 

本装置をいつまでもよい状態でおイまいになるためにも、イ呆守サービス会社とを 
期保守サービスを契約されることをお勤めします。 




XIV 使用上のごま意(免、ずお読み<ださい) 


-健康を損なわないためのアドバイス- 

コンピュータ機器を長時間連続して使用すると、身体の各部に異常が起こることがあります。コン 
ピュータを使用するときは、主に次の点じ注意して身体に負担がかからないようむ掛けましょう。 


よい作業姿勢で 

コンピュー女を使巧するときの基本的な姿勢は、背節を伸ばして椅 
すにすわり、キーボードを両手と床がほ[ま平行になるような高さに 
置き、視線が目の高さよりもやや下向きに画面にまがれているとい 
う姿勢でず。『よい作業姿勢』とはこの基本的な姿勢をとったとき、 
身体のどの部分にも余分な力が入っていない、つまり緊張している 
筋肉がもっとも少ない姿勢のことです。 

『悪い作業姿勢』、たとえば背中を丸めたかっこうやディスプレイ装 
置の画面に顔を近づけたままの状態で作業を行うと、疲労の原因节 
視力低下の原因となることがあります。 



ディスプレイの角度を調節ずる 


ディスプレイのをくは上下、左ちの角度調節ができるようになって 
います。まぶしい光が画面に映り化むのを防いピリ、表示内容を見 
やすくしたりするためにディスプレイの角度を調節ずることは、た 
いへん重要です。角度調節をせずに見づらい角度のまま作業を巧う 
と『よい作業姿勢』を保てなくなりすぐに疲労してしまいまず。ご 
使用の前にディスプレイを見やすいよう角度を調整してください。 



画面の明るさ-コントラストを調節ずる 

ディスプレイは明るさ（ブライトネス）■コントラストを調節でき 
る機能を持っています。年齢节個人差、まわりの明るさなどによっ 
て、画面の最適なブライトネス-コントラストは異なりまずので、 
状況に応じて画面を見皆すいように調節してください。画面が明る 
すぎたり、暗すぎたりずると目に悪影響をもたらします。 


キーボードの角度を調節ずる 

オプションのキーボードには、角度を変えることができるよう設計 
されているものもあります。入力しやずいようにキーボードの角度 
を変えることは、肩作腕、指への負担を軽減するのじたいへん有効 
です。 




機器の清掃をずる 

機器をきれいに保つことは、美観の面か5だけでなく、機能やま全上の観点からも大切です。特にディ 
スプレイの画面は、ほこりなどでミちれると、表示内容が見にくくなりまずので定期的(こ清掃ずる'必要 
があります。 



疲れた6休む 

疲れを感じたら手を休め、軽い体操をずるなど、気分転換をはかる 
ことをお勒めします。 























はじめに XV 


はじめに 


このたびは、 NEC の Exp 「 ess 5800 シリーズ製品をお買いホめいただき、まことにありがとう 
ございます。 

本製品は、 Intel ® 社製の最新プ□セ、ソサー「インテル® Xeon ® プ□セ、ソサー3000あ/インテ 
ル® Pentium ® デュアルコア.プ□セ、ソサー」を搭載した高性能サーバでず。 

NEC の最おテクノ □ジーとアーキテクチャにより従来のサーバでは実現できなかった八イパ 
つ一、 八イスピードが実現します。 

「高信頼性」はわちろんのこと、け店張性」を考慮して設計され、ネットワークサーバとして幅 
広くご利用いただけることでしょう。 

本製品の持つ機能を最大限に引き化ずためにも、ご使用じなる前に本書をよくお読みになり、 
製品の取り扱いを十分にご理解< ださい。 


本書について 

本書は、本製品を正しくセットアップし、使用できるようじするための手引きです。セット 
アップを巧うときや日常使用する上で、わか6ないことや具合の悪いことが起きたときは、取 
り扱い上の安全性を含めてご利用ください。 

本書は常に本体のそばに置いていつでも見6れるようにしてください。 

本書は、 Windows や Linux などのオペレーティングシステムやキーボード、マウスといった 
一般的な入出力装置などの基本的な取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを対象と 
して記載されていまず。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これ6 
の記号と意巧をご理解になり、装置を正しくお取りおいください。 


• 1-0 

装置の取りあいや、ソフトウエアの操作で守6なければな6ない事柄や特に 
を意をすべき点を示します。 

1チェック1 

装置やソフトウエアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示しま 
ず。 


巧っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 









XVI 本書について 


本書の構巧にごいて 


本書は4つの編から構成されています。それぞれの編では次のような説 B 月が記載されていま 
ず。なお、巻ホには索引があります。あ要に応じてご活用ください。 


r 使巧上のごま意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に必ず本書のま頭に記載されている「使用上のごま意」 
をお読みください。 r 使用上のごを意 J では、本裂品をま全に、正しくお使い 
になるために大切なを意事項が記載されていまず。 


第1編導入編 

本装置を導入ずるにあたり巧っておいていただきたい情報とお使いにな6れるまでの 
セツトアップの手順じついて説明しています。ここで説明ずる内容や手順を守って正し 
く本装置をお使いになるシステム環境へ導入してください。 


第2編ー ドウてア編 

本装置の八ードウエアに関する説明をしています。各部の名称やその機能、設置にふさ 
わしい場所に関する説巧、オプションの取り付け手順、 BIOS セットアップユーティリ 
ティの操作方法について巧りたいときに参照してください。 


第3編ソフトウ I ア編 

本体に添付のソフトウェアについてその機能や使用ち法について説巧しています。ここ 
で説明する内容に従って正しくお使い<ださい。 

第4編運用•保守編 

本装置を運用する上で巧っておいていただきたい情報が記載されています。また、「故障 
かな？」と思ったときは、本装置の故障を疑う前に参照してください。 


本書の購入について 


巧刷されたユーザーズガイドが必要な場含はお買い求めの販売店 I こ次の型をで申し化んで< 
ださい。 


型名： UL 9020 - B 10 


ユーザーズガイドおよび添がの DVD - ROM に収められているドキュメントは、 trRDWeb サイ 
卜からダウン□ー ドすることができます。 


http :// nec 8. com / 
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付属品の確認 

捆包箱の中には、本体 w 外じいろいろな付属品が入っています。添付の構成品チェックシート 
を参照してすべてがそろっていることを確認し、それダれ点横してください。万一足りないも 
のや損傷しているものがある場合は、販売店に連絡してください。 



付属品について 

• 添付品はセットアップをずるときやオプションの増設、装置が故障した 
ときに必要となりまずので大切に保管してください。 

• 添付品の 「 EXPRESSBUILDER 」 は、紙封筒に包装されていまず。 
パッケージの構成につきましては、紙封筒のにある 
「 EXPRESSBUILDER 」 の構成品表を参照してください。また、 
「 EXPRESS 日 UILDER 」 DVD を紛失し、再購入を蒂望されるときは、 
販売店へご相談ぐださい。 

• オペレーティングシステムに添付のソフトウェア登録カードは、所定事 
項をご記入の上、必ず投函してください。 

• 添付の DVD - ROM は使用方法を誤るとお客様のシステム環境を変更して 
しまラおそれびありまず。使用についてご不明な点がある場台は、無理 
な操作をせずにお買い求めの販売店、またはな守ヴービス会社にお問い 
合わせください。 




xviii 弟■三者への譲渡について 


第=をへの譲渡について 


本体または> 本体に添付されているものを第兰をに譲ミ度（または売巧）するときは、次のを意 
を守ってください。 

• 本体について 

第兰をへ譲ミ度（または売が）する場合には、装置に添付されている説明書一まを一緒に 
おミ度しください。 

"~〇 八ードディスクドライブ內のデータについて 

譲渡ずる装置巧に搭載されている A - ドディスクドライブにな巧されている 
大切なデータ（例えば顧客情報やを業の経理情報など）が第云ちへ漏ミまずるこ 
とのないようにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる J 操作やオペレーティングシステムの「フォー 
マット J コマンドでは見た目は消去されたよラに見えまずが、実際のデータは 
A - ドディスクドライブに書き込まれたままの状態にありまず。完をにミ肖去さ 
れていないデータは、特殊なソフトウ I アにより復元され、モ期せめ巧をにお 
巧されるおそれがありまず。 

このようなトラブルを回避ずるために巿販のミ肖去用ソフトウェア（有償）また 
はヴービス（有償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強くお勧めしま 
ず。データの消去についての詳細は、お買い巧めの販売店または保守ヴービス 
会社にお問い合わはください。 

なお、データの処分をしないまま、譲ミ度（または売却）し、大切なデータび漏 
洩された場合、その責任は負いかねまず。 


• 添付のソフトウェアについて 

添付のソフトウェアを第兰者に譲ミ度（売が）する場合には、 t (下のを件を満たすあ要が 
あります。 

一添がされているすべてのものを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこ 
と 

一各ソフトウェアに添付されている『ソフトウェアのご使用を件 J の譲渡、移転に関 
する条件を満たすこと 


譲ミ度> 移転が認め6れていないソフトウェアについては、インストールした装置か 
6削餘した後，譲ミ度ずること 






消耗品 • 装置の廃棄について XIX 


消耗品-装置の廃棄について 

• 本体および八ードディスクドライブ、 DVD - ROM . オプションのボードなどの廃棄につ 
いてはを自治体の廃棄ルールに従ってください。なお、装置添付の電源ケーブルにつき 
ましても、他装置への転用を防ぐため、本体と一緒に廃棄してください。詳しくは、を 
自治体へお問い合わせ<ださい。 


• 本体の部品の中には> 寿命により交換があ要なわのがあります（ぶがファン、本体巧蔵 
のバッテリ、内蔵光ディスクドライブなど）。装置を安定して稼働させるために、これ 
6の部品を定期的に交換ずることをお勧めします。交換や寿命については、お買いホめ 
の販売店、または保守サービス会社にご連絡<ださい。 


• 本体のマザーボード上にあるバッテ U の廃棄（および交換）については 
お買い巧めの販売店またはな守サービス会社までお問い合わはくださ 
い。 

• A - ドディスクドライブや/(ックアップデータカート U ッジ、その他書 
き込み可能なメディア （ CD - R / CD - RW など）にな巧されているデータ 
は、第己者によって復元や再生、再利用されないよラお客様の責任にお 
し、てお実に処巧してか5廃棄してください。個人のプライバシーやを業 
の機密情報をな護ずるために十分な配慮び必要でず。 


装置の輸送について 

本体およびオプションなどには、リチウム金属電池あるいはリチウムイオン電池を使用してい 
ます。リチウム電池の輸をに関しては、航空'ミ毎上輸送規制が適用されますので本体および才 
プションの航空機、船舶等での輸をについては、お買い求めの販売店、または保ずサービス会 
社へお問い合わせください。 
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xxvi オンライン ドキュ メント について 


- オンラインドキュメントについて - 

添がの 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD には次のオンラインドキュ ^ ントが収められていまず。 
必要に応じて参照してください。 

♦ ユーザーズガイド 

♦ Windows Server 2008 Standard インストレーシヨンサプリメントガイド * 

♦ Windows Server 2003 R2, Standard x64 Edition インストレーシヨンサプリ メント 
ガィド 

♦ Windows Server 2003 R2, Standard Edition、Windows Server 2003 Standard 

Edition インストレーシヨンサプリ 木ン トガイド * 

♦ Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリ六ントガイド 

♦ Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメントガイド 

♦ MIRACLE LINUX V4.0 インストレーシヨンサプリメントガイド 

♦ ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨンガイド 

♦ ESMPRO/ServerAgent (Linux 版）ユーザーズガイド 

参 ESMPRO/ServerAgent (Linux 版）インストレーシヨンガイド 

♦ ESMPRO/ServerAgent Extension インストレーシヨンマニュアル 

♦ ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド 

♦ エクスプレス通報サービス / エクスプレス通報サービス (HTTPS ) インストレー 
シ ヨンガイド 

♦ エクスプレス通報サービス （ Linux 版）セットアップガイド 

♦ Universal RAID Utility Ver2.0 ユーザーズガイド 

♦ EXPRESSSCOPE エンジン 2 ユーザーズガイド 

♦ 19 インチラックユーザーズガイド 

* 通常は 「 EXPRESSBUILDER 」 の「シームレスセットアップ」ツールを使ったインストー 
ルをお勧めします。 









